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主
張
］ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
基
づ
く

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
感
染
症
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
現

在
罹
患
さ
れ
て
い
る
方
々
に
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て

医
療
関
係
者
は
じ
め
、
感
染
症
と
戦
う
全
て
の
関
係
者
に
感

謝
を
伝
え
た
い
。
ま
た
第
二
波
と
も
い
わ
れ
る
さ
ら
な
る
感

染
症
の
拡
大
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
警
戒
し
た
い
。 

 


 

中
国
政
府
に
よ
る
国
家
安
全
法
制
の
導
入 

 
 
 
 
 

 

さ
て
、
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ 

              

    

り
こ
れ
ま
で
延
期
さ
れ
て
い
た
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会

（
全
人
代
）
が
、
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
二
十
二
日
か
ら
二

十
八
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
最
終
日
の

二
十
八
日
、
全
人
代
で
香
港
で
の
反
中
国
的
な
動
き
を
取
り

締
ま
る
国
家
安
全
法
制
を
導
入
す
る
方
針
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。 

 

香
港
で
は
昨
年
、
反
送
中
運
動
と
い
わ
れ
る
逃
亡
犯
条
例

改
正
に
対
す
る
反
対
運
動
が
爆
発
的
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
が
、
こ
の
問
題
は
あ
く
ま
で
も
香
港
政
府
が
香
港
の
立
法

機
関
で
あ
る
立
法
会
で
の
議
決
を
経
た
上
で
の
条
例
改
正
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
国
家
安
全 

                  

法
制
の
導
入
は
、
中
国
政
府
が
香
港
の
治
安
関
係
法
令
を
直

接
制
定
し
、
こ
れ
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
香
港
の
高
度

な
自
治
を
認
め
る
「
一
国
二
制
度
」
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の

で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
香
港
で
は
、
い
わ
ば
香
港
の
憲
法
で
あ
る
香
港

基
本
法
の
も
と
、
中
国
の
法
令
が
適
用
さ
れ
な
い
が
、
香
港

基
本
法
で
は
外
交
や
軍
事
、
領
事
な
ど
に
関
し
て
は
例
外
的

に
中
国
の
法
律
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。
中
国
政
府
は
、
国

家
安
全
法
制
を
そ
う
し
た
香
港
基
本
法
に
お
け
る
例
外
の
一

部
と
し
て
香
港
に
適
用
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
香
港
に
適
用
さ
れ
る
国
家
安
全
法
制
の
中
身
は
、 

 

1 部 1000 円 

（別途送料 160 円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
中
国
政
府
は
香
港
へ
の
不
当
介
入
を
や
め
よ
（
木
川
智
）
…

１
／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
日
本
を
見
る-

３
７-

（
仲
村
之

菊)

…
３
／
花
瑛
塾
五
月
活
動
報
告
…
５
／
【
連
載
】
記
録
沖
縄
戦
④ 

軍
民
・
日
米
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研
究
会
「
棒
兵
隊
」）
…
７
／
【
連
載
】
葦
津
珍
彦

と
神
道
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

「
時
の
流
れ
」
を
読
み
解
く
５
（
鎌
倉
佐
助
）
…
１
４
／

お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
１
６ 

神
苑
の
決
意 

 

木 

川 

智 
 

平和と独立を求める民

衆の「決意」を伝える

神道ジャーナリズム誌 

中
国
政
府
は
香
港
へ
の
不
当
介
入
を
や
め
よ 

葦
津
珍
彦
の
香
港
返
還
論
評
を
手
掛
か
り
に
国
家
安
全
法
導
入
を
考
え
る 


